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編集後記

子供の頃、遠い海の向こうの戦争や状況によって周囲の人々 が歓喜したリ絶望したリするのを、間近に見ること

がありました。私は、繭のようにちっぽけで良いから、自分のまわりに何ものにも揺るがされない場を作リ、中に籠

もって生きていこうと思いました。それからの幾度かの岐路でも文学を選択してきたのは、この夢の続きです。

けれどもいま痛感しているのは、外部を完全に遮断した場など、どこにもあり得ないということです。海の向こう

のできごとは繭の中にも谷牙のように響いてきますし、考えてみれば繭は、その内にいる蚕ごと、やがて煮えたぎる

湯に投げ込まれるものです。そうならないためには、好むと好まざるとに関わらず、その外と切リ結んでいくよリ

他にはないのでしょう。思えば私の子共加員からの夢も、状況に対するひとつの反応だったのです。

ロシア軍のウクライナ侵攻開始から、やがて 年が過ぎようとしています。断絶や抑圧は急速に世界中に波及し

つつあリますが、『 』第 号をお届けできることをうれしく思います。本誌こは今日の状況に取リ

組んだり、より普遍的に戦争や罪や責任の問題を扱ったり、対象やテキストに真正面から向き合ったリと、さまざま

な論考が収録されています。忌憚ないご批評、ご提言をお寄せいただければ幸いです。

本号の刊行に至るまでには、多くの方々のご協力をいただきました。心からの謝意を表します。本誌は、編集•発

行の主体は当専修である一方、執筆資格には厳密な規定を設けていません。投稿を希望される方は、下記奥付の

メールアドレスにご連絡ください。 （中村唯史）

＊本誌の電子版は、バックナンバーを含めて、「京都大学学術リポジトリ（

［ 

第号

年月 日発行

発行所

）」から閲覧可能です。

］ 

京都大学大業浣文学研究科スラブ語学スラブ文学専修

T 京都市左京区吉田本町京都大学文学研究科内

印刷所

中村印刷株式会社

T 京都市南区上鳥羽藁田町
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